

















































































































































































































































































































1937 年の 20 年間の歴史です。この歴史は、交通
大学と東亜同文書院が隣同士の関係にあったとい
うものです。同文書院は最初に南京に設立され、
その後上海に引っ越しをして来ました。上海でも、
最初は場所を借りて運営していました。そして徐
家陸というところに移ってきました。これが虹橋
路の東亜同文書院の校舎になります。この虹橋路
葉敦平
ですが、同文書院と交通大学とは当時本当に近い
距離でした。いまは華山路というところですが、
まさに道一つを隔てた関係で、隣同士というのに
ふさわしい場所にあったわけです。
この 20 年間、双方にはいろいろな親しい行き
来がありました。特に当時の両校の学生たちの交
流は密接に行われていました。私たちの調査によ
りますと、主な行事で三つあります。最初の交流
は、社会や政治運動に参加をしたというものです。
書院の中華部にも学生会があり交通大学にも学生
会があったわけですが、両校の学生会はいずれも
上海学生連合会に加盟していました。この二つの
学生会はお互いに協力をしながらいい関係を保っ
て、いろいろな活動に参加したのです。たとえば、
貧しい学生たちがお金がない場合に、学生たちが
組織立てていろいろな募金をする、チャリティー
のようなことをしたりしました。
さらには、上海学生連合会の組織の改革です。
上海学生連合会があったという話をしましたが、
交通大学と同文書院は学生の代表を連合会に送っ
ており、幹部をしていました。当時の連合会の執
行委員には、交通大学の鐘森栄という人が出席を
しました。同文書院側からは沈道叔という人が役
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